
◎ 伐採木を薪として使用

　市域の中央部には六甲山系が東西に横断しており、

北部にも多くの緑の山並みが残っています。これら

の貴重な自然環境を次世代につないでいくため、現

在、地域団体や企業などによる保全活動が行われて

います。その中でも、「社家郷山」、「ナシオン創造の

森」、「甲山グリーンエリア」の３箇所では、訪れる

　森林は、多様な動植物の生息・生育の場として重

要な役割を有しているだけでなく、樹木が根を張る

ことなどによる土砂災害の防止や、土壌が雨水を貯

留し河川へ流れ込む水の量を平準化するなど、多く

の機能を有しています。また、近年、本市においても、

人に学びを提供するパネルの設置、森林資源の伝統

産業への活用、資源循環を意識した里山整備など、

地域の特性を活かした保全活動が継続して行われて

おり、環境省の「生物多様性保全上重要な里地里山」

にも選定されています。今後も、これらの地域活動

などと連携し、里山整備を進めていきます。

カシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害が生じて

いますが、これへの対応や今後のあり方を検討する

際には、防災・減災の視点も含めて、森林の多面的

機能の向上を図ります。

２）減災などの森林の多面的機能の向上

１） 地域団体や企業などによる里山整備の推進

（２）山の行動計画

◎ ナラ枯れ被害にあった甲山◎ ナシオン創造の森　森林整備風景

◎ 手入れして明るくなった森
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　宅地などへの転用や農業従事者の減少により田畑

は年々減少しており、そこに生息する生き物を見る

機会も減少しています。そこで、市民や活動団体な

ど多様な主体の参画により、休耕田の管理・保全を

行います。また、自然の大切さを農業を通じて学び、

理解を深めるために、農業体験を実施するなど農地

を活用した環境学習を推進します。

　市内には、保護地区として指定している甲山湿原

や剣谷湿原の他にも貴重な湿原が残されています。

しかし、これらの湿原は手を加えなければ乾燥・草

原化により、やがては消失してしまう可能性があり

ます。そこで、これらの湿原を保全するために、専

門家による調査で情報を収集するとともに、市民ボ

ランティアの協力を得ながら継続した管理を行いま

す。また、希少な湿原植物については種子保存を行い、

希少種の保全にも取り組みます。

３）農地の保全と活用の推進

４）湿原保全の推進

◎ 農地での環境学習（稲刈り）

◎ 甲山湿原の手入れ

コラム
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chapter4　行動計画


